



































































学習観－」『愛媛大学教育学部紀要』第 63号、2016年 10月、39-48頁。 
7 石井英真『今求められる学力と学びとは』日本標準、2015年、34頁。 
8 この点は、大学生 129 名を対象とした次の調査結果と符号してくる。小中の理科あ
るいは社会科の知識を総合的な学習の時間で活用した経験を問うたところ、その知
識と活用場面を具体的にひとつ記述できた学生は、理科で 7 名、社会科で 4 名で、
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 この危険をデューイは観念 ideas の用語で説明する。知識が保存と適用を
目的として言葉で表記されることを踏まえて23、その説明を見てみよう。 
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分を視る教授学習過程－授業内容の構想とその効果－」『教授学習心理学研究』第 13
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発点として性格づけうる（C.A.Tesconi,“John Dewey’s Theory of Meaning”, Educational 
Theory, vol.19-2, 1969, p.164）。 
34 Dewey, How We Think, op.cit., pp.240-241. 













 熟慮 reflection は単に観念の継起 a sequence of ideas であるだけでなく、観
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